
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
ご
協
力
を

　
２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス

が
、
平
成
　
年
２
月
１
日
を
調
査

27

期
日
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
５
年
に
一
度
、
今
後

の
農
林
業
の
施
策
に
役
立
て
る
た

め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　
調
査
訪
問
期
間
に
調
査
員
が
伺
い

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
調
査
員
は
、「
統
計
調
査
員
証
」

を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

▼
調
査
対
象
　
農
林
業
を
営
ん
で

い
る
方
／
調
査
期
日
　
２
月
１
日

／
調
査
訪
問
期
間
　
１
月
下
旬
～

２
月
下
旬

脂
問
合
せ
　
総
務
課
総
務
係
階
　333

第
　
回
多
摩
郷
土
誌
フ
ェ
ア

27
　
多
摩
地
域
の
　
市
町
が
参
加
し

27

て
、
各
市
町
の
教
育
委
員
会
や
博

物
館
・
資
料
室
な
ど
が
発
行
し
た

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
文
化
財
関
係
資

料
集
な
ど
の
書
籍
類
を
展
示
・
販

売
し
ま
す
。

▼
日
時
　
１
月
　
日
臥
・
　

日
蚊

17

18

午
前
　
時
～
午
後
５
時
（
　
日
蚊

10

18

は
午
後
３
時
ま
で
）
／
会
場
　
立

川
市
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
ア
イ
ム

１
階
健
康
サ
ロ
ン
（
立
川
駅
北
口

徒
歩
７
分
）
／
主
催
　
東
京
都
市

社
会
教
育
課
長
会
文
化
財
部
会

※
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

脂
問
合
せ
　
郷
土
博
物
館
緯
５
５

８

－

２
５
６
１

市
の
臨
時
職
員
・
嘱
託
員
の
採
用

は
登
録
制

　
臨
時
職
員
・
嘱
託
員
の
採
用
は
、

市
の
業
務
が
一
時
的
に
増
加
し
た

場
合
や
、
資
格
や
経
験
を
持
つ
方

が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
、
登
録

し
て
い
る
方
の
中
か
ら
条
件
に
合

う
方
を
選
考
す
る
方
法
（
登
録
制
）

を
と
っ
て
い
ま
す
。

　
登
録
を
希
望
す
る
方
は
、
職
員

課
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
登

録
の
有
効
期
間
は
２
年
間
で
す
。

登
録
期
間
中
に
雇
用
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

 登
録
に
必
要
な
も
の
 

焔
臨
時
職
員
等
登
録
台
帳
（
市
役

所
３
階
職
員
課
窓
口
で
記
入
、

ま
た
は
市
公
式
サ
イ
ト
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
も
の
に
記
入

し
て
持
参
）

焔
顔
写
真
１
枚（
縦
横
各
３
㎝
以
上

の
大
き
さ
・
証
明
写
真
で
な
く

て
も
可
）

焔
資
格
証
の
写
し
（
資
格
に
基
づ
く

業
務
を
希
望
す
る
場
合
）

 雇
用
職
種
 

　
一
般
事
務
、
学
校
事
務
、
学
校

給
食
作
業
員
、
特
別
支
援
教
育
支

援
員
、
特
別
支
援
学
級
介
助
員
、

保
育
士
、
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
、
学

校
図
書
館
司
書
、
土
木
作
業
員
、

放
課
後
子
ど
も
教
室
指
導
員
、
放

課
後
児
童
（
学
童
ク
ラ
ブ
）
支
援
員

な
ど
（
資
格
が
必
要
な
場
合
あ
り
）

 雇
用
条
件
な
ど
 

焔
雇
用
期
間
は
原
則
６
か
月
（
職

種
に
よ
っ
て
は
１
年
間
）

焔
交
通
費
は
公
共
交
通
機
関
を
利

用
し
た
実
費
の
み
支
給

焔
賃
金（
時
給
）は
８
９
０
円
～（
職

種
に
よ
り
異
な
る
）

 そ
の
他
 

　
臨
時
職
員
等
登
録
台
帳
か
ら
の

雇
用
の
ほ
か
、
各
担
当
課
か
ら
広

報
は
む
ら
な
ど
で
別
途
募
集
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

脂
問
合
せ
　
職
員
課
給
与
厚
生
係

階
　328

放
課
後
児
童
（
学
童
ク
ラ
ブ
）
支

援
員
・
補
助
員
募
集

 放
課
後
児
童
支
援
員
 

▼
応
募
資
格
　
保
育
士
・
社
会
福

祉
士
・
教
諭
の
資
格
を
持
っ
て
い

る
方
、
ま
た
は
２
年
以
上
児
童
福

祉
事
業
な
ど
に
従
事
し
た
経
験
が

あ
る
方
／
勤
務
日
時
　
平
日
…
下

校
時
刻
～
午
後
７
時
の
う
ち
原
則

　
時
間
以
内
、
土
曜
日
ま
た
は
学

5.5校
長
期
休
業
時
…
午
前
８
時
～
午

後
７
時
の
う
ち
原
則
　
時
間
以
内

5.5

（
原
則
週
４
日
ま
た
は
　
時
間
程

20

度
の
勤
務
）
／
報
酬
（
時
給
）　
平

日
…
９
８
０
円
、
土
曜
日
…
１
１

４
０
円

※
雇
用
保
険
加
入

 放
課
後
児
童
補
助
員
 

▼
応
募
資
格
　
児
童
の
育
成
経
験

が
あ
る
方
／
勤
務
日
時
　
平
日
…

下
校
時
刻
～
午
後
７
時
の
う
ち
原

則
　
時
間
以
内
、
土
曜
日
ま
た
は

5.5
学
校
長
期
休
業
時
…
午
前
８
時
～

午
後
７
時
の
う
ち
原
則
　
時
間
以

5.5

内
（
原
則
週
３
日
ま
た
は
　
時
間

15

程
度
の
勤
務
）
／
報
酬
（
時
給
）　

平
日
…
９
２
０
円
、
土
曜
日
…
１

０
８
０
円

※
雇
用
保
険
非
加
入

 共
通
事
項
 

▼
募
集
人
員
　
若
干
名
／
勤
務
場

所
　
市
内
学
童
ク
ラ
ブ
／
勤
務
内

容
　
入
所
児
童
の
指
導
育
成
や
施

設
管
理
な
ど
／
雇
用
期
間
　
４
月

１
日
～
平
成
　
年
３
月
　
日

28

31

脂
申
込
み
・
問
合
せ
　
１
月
　
日
30

画
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
ま
で

に
、
市
役
所
２
階
児
童
青
少
年
課

ま
た
は
市
役
所
３
階
職
員
課
に
あ

る
臨
時
職
員
等
登
録
台
帳
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、「
顔
写
真
（
縦
横

各
３
唖
以
上
の
大
き
さ
・
証
明
写

真
で
な
く
て
も
可
）、
有
資
格
者
は

資
格
を
証
明
す
る
書
類
の
写
し
」

を
添
え
て
、
直
接
児
童
青
少
年
課

児
童
青
少
年
係
階
　
へ
263

※
臨
時
職
員
等
登
録
台
帳
は
、
市

公
式
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

アラカルト情情報

広報はむ広報はむらら27.1.127.1.155迎迎

暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮
らららららららららら
暮
ら
ししししししししししし
     

募募募募募募募募募募募
　
集集集集集集集集集集集
     

文文文文文文文文文文
化化化化化化化化化化
・・・・・・・・・・
教教教教教教教教教教
育育育育育育育育育育

文
化
・
教
育
    

広報はむら27.1.15鯨

小
・
中
学
校
嘱
託
員
・
臨
時
職
員

の
募
集

 学
校
給
食
作
業
員
 

▼
応
募
資
格
　
体
力
に
自
信
の
あ

る
方
／
勤
務
日
時
　
原
則
平
日
の

午
前
９
時
　
分
～
午
後
３
時
／
勤

30

務
内
容
　
給
食
の
配
膳
・
片
付
け
・

配
膳
設
備
の
清
掃
／
報
酬
（
時
給
）

８
９
０
円
／
雇
用
期
間
　
４
月
１

日
～
９
月
　
日
（
勤
務
成
績
に
よ

30

り
更
新
の
場
合
あ
り
）

 学
校
図
書
館
司
書
 

▼
応
募
資
格
　
図
書
司
書
ま
た
は

司
書
教
諭
の
資
格
を
持
っ
て
い
る

方
／
勤
務
日
時
　
原
則
週
４
日
、

１
日
４
時
間
／
勤
務
内
容
　
学
校

図
書
館
の
整
備
、
貸
出
返
却
、
読

み
聞
か
せ
な
ど
／
報
酬
（
時
給
）

１
０
０
０
円
／
雇
用
期
間
　
４
月

１
日
～
平
成
　
年
３
月
　
日
（
勤
務

28

31

成
績
に
よ
り
更
新
の
場
合
あ
り
）

 特
別
支
援
教
育
支
援
員
 

▼
応
募
資
格
　
教
員
資
格
が
あ
り
、

発
達
障
害
な
ど
の
あ
る
児
童
・
生

徒
を
理
解
し
、
積
極
的
に
関
わ
り
、

支
援
し
て
い
こ
う
と
い
う
意
欲
と

熱
意
の
あ
る
方
／
勤
務
日
時
　
原

則
平
日
の
午
前
８
時
　
分
～
午
後

15

２
時
　
分
（
実
働
４
～
６
時
間
）

15

／
勤
務
内
容
　
発
達
障
害
な
ど
が

あ
る
児
童
・
生
徒
の
学
習
指
導
お

よ
び
生
活
指
導
に
お
け
る
支
援
な

ど
／
報
酬
（
時
給
）　
１
０
０
０
円

／
雇
用
期
間
　
４
月
１
日
～
平
成

　
年
３
月
　
日

28

31

 特
別
支
援
学
級
介
助
員
 

▼
応
募
資
格
　
障
害
の
あ
る
児
童
・

生
徒
を
理
解
し
、
積
極
的
に
関
わ

り
、
支
援
し
て
い
こ
う
と
い
う
意

欲
と
熱
意
の
あ
る
方
／
勤
務
日
時

原
則
平
日
の
午
前
８
時
　
分
～
午

15

後
５
時
（
学
校
に
よ
り
異
な
る
）

（
実
働
４
～
　
時
間
）
／
勤
務
内
容

7.5

特
別
支
援
学
級
お
よ
び
通
級
指
導

学
級
の
児
童
・
生
徒
の
介
助
な
ど

／
報
酬
（
時
給
）　
１
０
０
０
円
／

雇
用
期
間
　
４
月
１
日
～
９
月
　30

日
（
勤
務
成
績
に
よ
り
更
新
あ
り
）

 共
通
事
項
 

▼
募
集
人
員
　
若
干
名
／
選
考
方

法
　
書
類
選
考
後
、
面
接
（
面
接
日

時
は
、
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

脂
申
込
み
・
問
合
せ
　
１
月
　
日
30

画
午
後
５
時
ま
で
（
土
・
日
曜
日

を
除
く
）
に
、
市
役
所
３
階
学
校
教

育
課
ま
た
は
職
員
課
に
あ
る
臨
時

職
員
等
登
録
台
帳
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、「
顔
写
真
（
縦
横
各
３
唖

以
上
の
大
き
さ
・
証
明
写
真
で
な

く
て
も
可
）、
有
資
格
者
は
資
格
を

証
明
す
る
書
類
の
写
し
」
を
添
え

て
、
郵
送
ま
た
は
直
接
羽
村
市
学

校
教
育
課
学
務
係
階
　
へ
〒
２
０
５

356

－

８
６
０
１
（
所
在
地
記
載
不
要
）

※
臨
時
職
員
等
登
録
台
帳
は
、
市

公
式
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

第
２
回
羽
村
市
地
域
自
立
支
援

協
議
会

▼
日
時
　
１
月
　
日
画
午
後
２
時

30

～
／
会
場
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
２
階
第
一
研
修
室
／
定
員
　

５
人
（
先
着
順
）

※
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

脂
問
合
せ
　
障
害
福
祉
課
障
害
者

支
援
係
階
　185

第
２
回
羽
村
市
史
編
さ
ん
委
員
会

▼
日
時
　
２
月
２
日
俄
午
前
　
時
10

～
／
会
場
　
市
役
所
３
階
３
０
１
・

３
０
２
会
議
室
／
定
員
　
　
人
（
先

10

着
順
）

※
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

脂
問
合
せ
　
市
史
編
さ
ん
室
市
史

編
さ
ん
担
当
階
　365

短
期
水
泳
教
室
　
申
込
受
付
開
始

　
３
月
か
ら
始
ま
る
短
期
水
泳
教

室
の
申
込
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

▼
申
込
受
付
期
間
　
２
月
１
日
蚊

～
　
日
蚊
午
前
９
時
～
午
後
８
時

15
　
分
／
教
室
期
間
　
３
月
１
日
蚊

50～
　
日
臥
の
各
曜
日
・
全
４
回
／
申

28
込
方
法
　
ス
イ
ミ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

受
付
に
あ
る
申
込
用
紙
に
記
入
し
、

直
接
受
付
へ

※
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

節
分
豆
ま
き
お
は
な
し
会

　
節
分
の
「
鬼
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
お
は
な
し
を
し
ま
す
。
お
は
な

し
に
つ
ら
れ
て
、
鬼
が
や
っ
て
く

る
か
も
　
お
は
な
し
の
後
、
豆
ま

!?

き
を
し
て
「
福
」
を
呼
び
込
む
準

備
を
し
ま
し
ょ
う
。
保
護
者
の
皆

さ
ん
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
１
月
　
日
臥
午
前
　
時

31

11

～
／
会
場
　
図
書
館
２
階
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
室
／
対
象
　
幼
児
～
小
学
生

※
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

シ
ス
テ
ム
を
一
時
停
止
し
ま
す

　
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
う
た
め
、

図
書
館
シ
ス
テ
ム
を
一
時
停
止
し

ま
す
。
シ
ス
テ
ム
停
止
中
は
、
図

書
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
の
検
索
・

予
約
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
期
日
　
１
月
　
日
俄

26

手
芸
講
習
会
「
お
ひ
な
様
作
り
」

　
綿
棒
と
和
布
で
作
る
、
ミ
ニ
お

ひ
な
様
で
す
。

▼
日
時
　
２
月
４
日
我
・
　

日
我

18

の
午
前
　
時
～
午
後
３
時
（
全
２

10

日
）
／
会
場
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
研
修
室
／
定
員
　
　
人
（
先

20

着
順
）
／
費
用
　
２
０
０
０
円
／
持

ち
物
　
裁
縫
道
具
・
昼
食

脂
申
込
み
・
問
合
せ
　
１
月
　
日
30

画
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
緯
５
５

４－

５
１
３
１

 問合せは羽村市役所（緯555-1111）または各施設へ 
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傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍

議
会
な
ど
の
傍
聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴
    

  図
書
図
書
館館
  

緯緯
５
５
４

５
５
４
 

－－

２
２
８

２
２
８
００
　

シシシシシシシシシシ
ルルルルルルルルルル
ババババババババババ
ーーーーーーーーーー
人人人人人人人人人人
材材材材材材材材材材
セセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーー
かかかかかかかかかか

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ららららららららららら

施施施施施施施施施施
設設設設設設設設設設
かかかかかかかかかか
らららららららららら

施
設
か
ら
      

 ス
イ
ミ
ン
グ
セ
ン
タ

ス
イ
ミ
ン
グ
セ
ン
タ
ーー
 

緯緯
５
７
９

５
７
９
 

－－

３
２
１

３
２
１
００
　



バ
ザ
ー
品
の
提
供
に
ご
協
力
を

　
平
成
　
年
度
は
む
ら
ふ
れ
あ
い

26

福
祉
バ
ザ
ー
で
販
売
す
る
品
物
の

提
供
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
受
付
日
時
　
２
月
　
日
画
ま
で

13

の
午
前
９
時
～
午
後
４
時
　
分
／

30

受
付
場
所
　
社
会
福
祉
協
議
会
（
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
）
／
受
付
物
品
　

新
品
ま
た
は
未
使
用
の
雑
貨
・
衣

料
品
・
寝
具
な
ど

※
未
使
用
品
で
あ
っ
て
も
、
キ
ズ

や
汚
れ
の
あ
る
も
の
は
受
付
で

き
ま
せ
ん
。

※
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
受
け

取
り
に
伺
い
ま
す
。

※
町
内
会
・
自
治
会
で
も
品
物
の

取
り
ま
と
め
に
協
力
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

脂
問
合
せ
　
社
会
福
祉
協
議
会

緯
５
５
４－

０
３
０
４

東
京
都
下
水
道
モ
ニ
タ
ー
募
集

　
東
京
都
で
は
、
下
水
道
事
業
に

関
す
る
意
見
・
要
望
な
ど
を
お
聴

き
し
、
下
水
道
事
業
の
運
営
に
反

映
し
て
い
く
た
め
、「
下
水
道
モ
ニ

タ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格
　
都
内
在
住
で
平
成

　
年
４
月
１
日
現
在
、
満
　
歳
以

27

20

上
の
方
（
公
務
員
・
過
去
に
モ
ニ

タ
ー
経
験
の
あ
る
方
・
島
し
ょ
在

住
者
を
除
く
）
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
閲
覧
と
Ｅ
メ
ー
ル
の
送
受
信

が
で
き
る
方
／
募
集
人
員
　
１
０

０
０
人
程
度
（
応
募
多
数
の
場
合

は
選
考
）
／
任
期
　
平
成
　
年
４

27

月
１
日
か
ら
１
年
間
／
内
容
　
ア

ン
ケ
ー
ト
の
回
答
、
施
設
見
学
会

へ
の
参
加
な
ど
／
申
込
期
間
　
２

月
　
日
画
ま
で

27
※
詳
し
く
は
、
東
京
都
下
水
道
局

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

脂
問
合
せ
　
東
京
都
下
水
道
局
広

報
サ
ー
ビ
ス
課
緯
０
３－

５
３
２

０－

６
６
９
３

青
梅
線
沿
線
　
合
同
就
職
面
接
会

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
青
梅
で
は
、
羽

村
市
と
の
共
催
で
、
青
梅
線
沿
線

で
就
職
を
希
望
す
る
方
を
対
象
と

し
た
就
職
面
接
会
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
　
１
月
　
日
画
午
後
１
時

23

　
分
～
４
時
（
受
付
午
後
１
時
～

30３
時
）
焔
参
加
企
業
Ｐ
Ｒ
…
午
後

１
時
　
分
～
１
時
　
分
、
焔
企
業

30

50

と
の
面
接
…
午
後
１
時
　
分
～
４

50

時
／
会
場
　
羽
村
市
産
業
福
祉
セ

ン
タ
ー
２
階
／
対
象
　
羽
村
市
・

青
梅
市
・
福
生
市
お
よ
び
近
隣
で

の
就
職
を
希
望
す
る
方
／
参
加
費

無
料
／
持
ち
物
　
複
数
枚
の
履
歴

書
・
筆
記
用
具
／
参
加
企
業
　
　10

社
（
予
定
）

※
参
加
企
業
の
情
報
は
、
１
月
上

旬
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
青
梅
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
ま
す
。

※
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

脂
問
合
せ
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
青
梅

職
業
相
談
コ
ー
ナ
ー
緯
０
４
２
８

－

２
４－

９
１
６
３

た
ま
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
出

場
者
を
募
集
し
ま
す

　
第
　
回
た
ま
工
業
交
流
展
で
は
、

14

子
ど
も
た
ち
に
も
の
づ
く
り
の
楽

し
み
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
ロ

ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
。

　
使
用
す
る
機
材
（
プ
ロ
ロ
ボ
）

は
当
日
配
布
し
、
組
立
て
に
つ
い

て
の
講
座
の
後
、
ラ
イ
ン
ト
レ
ー

ス
競
技
を
行
い
ま
す
。

▼
期
日
　
２
月
　
日
臥
／
会
場
　

28

多
摩
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
（
西

立
川
駅
徒
歩
７
分
）
／
対
象
　
小

学
校
４
年
生
～
中
学
生
の
２
人
１

組
（
小
学
生
は
親
子
ペ
ア
と
す
る
）

／
定
員
　
　
組
程
度
（
応
募
多
数

30

の
場
合
は
抽
選
）

※
詳
し
く
は
、
た
ま
工
業
交
流
展

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

脂
問
合
せ
　
た
ま
工
業
交
流
展
実

行
委
員
会
緯
５
２
７－

２
７
０
０

河
川
の
伐
採
木
を
無
償
配
布
し

ま
す

　
多
摩
川
の
堤
防
に
生
え
て
い
る
木

の
伐
採
木
を
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

▼
日
時
　
２
月
　
日
画
・
　

日
臥

13

14

午
前
　
時
～
午
後
３
時
（
な
く
な

10

り
次
第
終
了
）
／
会
場
　
青
梅
リ

バ
ー
サ
イ
ド
ゴ
ル
フ
場
付
近

※
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
京
浜
河
川
事
務
所

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

脂
問
合
せ
　
京
浜
河
川
事
務
所
多

摩
川
上
流
出
張
所
緯
５
５
２－

０

６
６
７

法
テ
ラ
ス
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
福
祉
と
司
法
の
連
携
を
テ
ー
マ

と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
２
月
７
日
臥
午
後
１
時

　
分
～
４
時
　
分
／
会
場
　
東
京

30

45

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
（
中
央

区
京
橋
３－

１－

１
）
／
定
員
　

２
５
０
人
（
先
着
順
）
／
参
加
費

無
料
／
後
援
　
東
京
都
、
新
宿
区
、

法
務
省
ほ
か

脂
申
込
み
・
問
合
せ
　
１
月
　
日
30

画
（
必
着
）
ま
で
に
、
法
テ
ラ
ス

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加
受
付
事
務
局

へ
緯
０
３－

５
５
３
０－

５
６
９
５

※
詳
し
く
は
、
法
テ
ラ
ス
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

h
t
t
p
:
/
/
h
o
u
t
e
r
a
s
u
s
y
m
p
o
.
j
p

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

　
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
授
業
を
行
う
通
信

制
の
大
学
で
す
。「
働
き
な
が
ら

学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
」「
い

つ
ま
で
も
学
び
を
楽
し
み
た
い
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅
広

い
世
代
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　
現
在
、
平
成
　
年
４
月
入
学
生

27

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
資

料
を
無
料
で
送
付
し
ま
す
。
気
軽

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
限
　
１
回
目
…
２
月
　28

日
臥
ま
で
、
２
回
目
…
３
月
　
日
20

画
ま
で

脂
問
合
せ
　
放
送
大
学
東
京
多
摩

学
習
セ
ン
タ
ー
緯
０
４
２－

３
４

９－

３
４
６
７

※
放
送
大
学
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
も
ご

覧
く
だ
さ
い
。

広報はむら27.1.15劇
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会会会会会会会会会会
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社
会
福
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協
議
会
か
ららららららららららら
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ららららららららららら
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みんな 知 ってる？
し

のこと！

　 今  回 は、「
こん かい

 羽  村 の
は むら

 堰 」
せき

について 説  明 す
せつ めい

るよ ！ 羽  村 にある 「
は むら

 堰 」は 何 のために
せき なん

あるのかな？いつからあるのかな？

みんなも 調 べてみよう ！
しら

 問 
とい

 合 せ　
あわ

 郷  土  博  物  館 緯558-2561
きょう ど はく ぶつ かん

　「 羽  村 の
は むら

 堰 」と
せき

は、 多  摩  川 にある
た ま がわ

 堰 のこと
せき

です。

　「 堰 」とは、
せき

 丸  太 や
まる た

 石 
いし

などを 組 み 合 わせて
く あ

 自  然 の
し ぜん

 川 の
かわ

 流 
なが

れる 向 きを 変 えるようにした
む か

もので、「 羽  村 の
は むら

 堰 」は
せき

 人 がつくっ
ひと

た 堀 である「
ほり

 玉  川 
たま がわ

 上  水 」に
じょう すい

 水 を
みず

 流 し
なが

 込 む
こ

 役  割 を 持 っ
やく わり も

ています。

　「 玉  川 
たま がわ

 上  水 」がつくられたのは、
じょう すい

 今 
いま

から 約 
やく

360 年  前 、1653 年 の 江  戸  時  代 のことです。
ねん まえ ねん え ど じ だい

 住 む 人 が 増 えてきた
す ひと ふ

 江  戸 
え ど

のまちに、 飲 み 水 
の みず

などに 使 われる
つか

 水 
みず

を 送 りました。「
おく

 羽  村 の
は むら

 堰 」は、この
せき

 玉  川 
たま がわ

 上  水 に
じょう すい

 水 
みず

を 取 り 込 むために
と こ

つくられたのです。

いつからあるの？

どんなしくみなの？

　 羽  村 の
は むら

 堰 
せき

はいくつかの 部  分 に 分 けられま
ぶ ぶん わ

すが、 水 の
みず

 取 
と

り 入 れ 口 である 「 水  門 」に 一 
い ぐち すい もん いち

 番  近 いところに 「
ばん ちか

 投  渡 」というしくみがあ
なげ わたし

ることから「 投  渡 
なげ わたし

 堰 」とも
せき

 呼 ばれています。
よ

　 江  戸  時  代 の 「
え ど じ だい

 投  渡 」は、
なげ わたし

 木 と
き

 石 でつくっ
いし

た 「 枠 」とよばれるものを
わく

 川 
かわ

の 中 にいくつ
なか

か 置 き、そこに 太 い
お ふと

 丸  太 
まる た

を 渡 し、その
わた

 丸  太 
まる た

にやや 細 い
ほそ

 丸  太 
まる た

を 何  本 も 立 てかけ、 葉 のつ
なん ぼん た は

いた 枝 やむしろ、
えだ

 砂  利 
じゃ り

などで 隙  間 をふさい
すき ま

で 水 
みず

を 堰 き 止 め、 流 れを
せ と なが

 水  門 
すい もん

に 向 けるよう
む

になっていました。 台  風 や 大  雨 などで 川 の
たい ふう おお あめ かわ

 水 
みず

が 増 えたときは、「
ふ

 投  渡 」の
なげ わたし

 部  分 をわざと
ぶ ぶん

 壊 して 水 を 逃 がし、
こわ みず に

 水  門 などをまもりました。
すい もん

　 現  在 は 「
げん ざい

 枠 
わく

」がコンクリートなどに、 太 
ふと

い 丸  太 
まる た

が 鉄  骨 に 代 わっていますが、
てっ こつ か

 堰 のし
せき

くみは 変 わっていないので、 大 
か おお

 水 
みず

の 時 など
とき

には 「 投  渡 」を
なげ わたし

 壊 
こわ

す （「 払 う」といいます）
はら

 様  子 を 見 ることができます。　
よう す み

「 羽  村 の 堰 」って？
は むら せき

 村 
むら

 羽 
は

の 堰 
せき

すごいことなんだよ！

　 羽  村 の
は むら

 堰 は、 去  年 の11 月 に「 土  木  遺  産 」に
せき きょ ねん がつ ど ぼく い さん

 認 められました。「
みと

 土  木  遺  産 」とは、
ど ぼく い さん

 建  物 や
たて もの

「 羽  村 の
は むら

 堰 
せき

」のような 大 がかりなしかけのう
おお

ち、 長 い 歴  史 があり、
なが れき し

 大  切 にするべきだと
たい せつ

 認 
みと

められたものの 呼 び 名 です。
よ な

　「 羽  村 の
は むら

 堰 」が、
せき

 江  戸 
え ど

・ 東  京 の
とう きょう

 発  展 に
はっ てん

 役 
やく

 立 ったということ、
だ

 昔 のしくみが 今 でもそ
むかし いま

のまま 使 われていることがすごいと
つか

 認 めら
みと

れたことから、 新  聞 に 載 ったり、ニュース
しん ぶん の

になったりしています。

　また、「 玉  川 
たま がわ

 上  水 
じょう すい

」は、 日  本 の 国 で 特 に
に ほん くに とく

 大 
たい

 切 にする
せつ

 歴  史 
れき し

 的 なものとして 「
てき

 国 
くに

の 史  跡 」
し せき

に 定 められています。
さだ

葛 羽  村 の 堰 
は むら せき

みんなで 調 べてみよう！
しら

　「 羽  村 の
は むら

 堰 」のことをいろいろくわしく
せき

 調 
しら

べると、 羽  村 の 歴 
は むら れき

 史 
し

や 文  化 、 豊 かな 自  然 に
ぶん か ゆた し ぜん

ついて 知 ることができます。そして、くわ
し

しく 知 ることは 「
し

 羽  村 の
は むら

 堰 」をいつまでも
せき

 大  切 にすることにつながります。
たい せつ

　みんなで「 羽  村 の
は むら

 堰 」のこと、もっともっ
せき

とたくさん 調 べてみよう ！
しら


